
【取組内容①】 学習支援ソフト等を活用した主体的・対話的で深い学びを目指した授業実践

北九州市立思永中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-１

Ⅰ 授業におけるGIGA端末の主な活用場面

◆ 学習課題に取り組む
① ポートフォリオ・資料を各自のGIGA端末に配信する
② 検索エンジンの活用する ③ 自分の考えを表現する

◆ 自分の考えを表現する 【クラウドの活用①】学習活動支援ソフト等を活用した取組
◆ 自らの学びを振り返る 【クラウドの活用②】Teams・Excel・Forms等を活用した取組

Ⅱ 授業実践【１年社会科】

【導入場面２】問いに答え
ながら、前時に学んだこと
を復習します。

【導入場面３】「本時の学習課題」に対する予想を
考える手だてとなる資料を配信します。

【導入場面１】Teamsで共有して
いるポートフォリオを確認し、
本時の流れを各自で確認します。

【展開場面１】学習支援
ソフトより各自のタブ
レット端末に配信された
資料を活用して、学習課
題に取り組みます。

【展開場面２】配信された
資料や検索エンジンを利用
して、新しく学ぶ語句の意
味や興味をもった事柄につ
いて調べます。


